
クライオ電子顕微鏡による小胞型モノアミン輸送体の分子基盤解
明
－シナプス小胞における神経伝達物質の輸送機構を可視化－〔京
都大学, 岡山大学, 大阪大学, 京都工芸繊維大学〕

京都大学と岡山大学、大阪大学、京都工芸繊維大学の共同研究成果プレスリリースです

◆概 要
京都大学大学院医学研究科 林到炫 (イム ドヒョン) 助教、Mika Jormakka
同特定准教授、浅田秀基 同特定准教授、岩田想 同教授 (兼
理化学研究所放射光科学研究センターグループディレクター)
の研究グループは、岡山大学自然生命科学研究支援センターの樹下成信 助教、宮地孝明
研究教授、大阪大学蛋白質研究所 加藤貴之 教授、京都工芸繊維大学 応用生物学系 岸川淳一
准教授、京都大学医生物学研究所 野田岳志 教授、杉田征彦 同准教授 (兼:
白眉センター准教授) らとの共同研究によりヒト由来小胞型モノアミントランスポーター2
(VMAT2) の立体構造を、クライオ電子顕微鏡法 (cryo-EM)
を用いて解明することに成功しました。

VMAT2は、ドパミンなどの神経伝達物質をシナプス小胞に輸送する重要な膜タンパク質であること
から、精神疾患や神経変性疾患に関わる治療薬の標的分子とされています。

本研究では、VMAT2の立体構造をアポ状態、ドパミン結合状態、阻害薬テトラベナジン結合状態の
3つの状態で明らかにし、VMAT2の基質輸送機構および阻害薬による阻害機構を理解することがで
きました。

ドパミンの結合部位やプロトン結合推定部位の情報は、新薬開発において特に重要であり、精神
疾患や運動障害に対する新しい治療法の創出が期待されます。

本研究成果は、2024年9月16日  に国際学術誌「Nature
Communications」にオンライン掲載されました。

◆論文タイトルと著者
タイトル：Neurotransmitter Recognition by Human Vesicular Monoamine Transporter 2
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（ヒト由来小胞型モノアミントランスポーター2による神経伝達物質の認識機構）
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◆詳しい研究内容について
クライオ電子顕微鏡による小胞型モノアミン輸送体の分子基盤解明―シナプス小胞における神経
伝達物質の輸送機構を可視化―
https://www.okayama-u.ac.jp/up_load_files/press_r6/press20240916-1.pdf

◆本件お問い合わせ先
＜報道に関するお問い合わせ先＞
京都大学 渉外・産官学連携部 広報課 国際広報室
TEL：
FAX：
岡山大学 総務・企画部 広報課
TEL：
FAX：
大阪大学蛋白質研究所 研究戦略推進室
TEL：
京都工芸繊維大学 総務企画課 広報係
TEL：

＜岡山大学の産学官連携などに関するお問い合わせ先＞
岡山大学研究・イノベーション共創機構 産学官連携本部
〒700-8530 岡山県岡山市北区津島中1-1-1 岡山大学津島キャンパス 本部棟1階
TEL：
E-mail：sangaku◎okayama-u.ac.jp
※ ◎を@に置き換えて下さい
https://www.orsd.okayama-u.ac.jp/

＜岡山大学のスタートアップ・ベンチャーなどに関するお問い合わせ先＞
岡山大学研究・イノベーション共創機構 スタートアップ・ベンチャー創出本部
〒700-8530 岡山県岡山市北区津島中1-1-1 岡山大学津島キャンパス 本部棟1階
E-mail：start-up1◎adm.okayama-u.ac.jp
※ ◎を@に置き換えて下さい
https://venture.okayama-u.ac.jp/

国立大学法人岡山大学は、国連の「持続可能な開発目標（SDGs）」を支援しています。また、政
府の第1回「ジャパンSDGsアワード」特別賞を受賞しています。地域中核・特色ある研究大学とし
て共育共創を進める岡山大学にご期待ください

岡山大学 文部科学省「地域中核・特色ある研究大学強化促進事業（J-
PEAKS）」に採択～地域と地球の未来を共創し、世界の革新の中核となる研究大学：岡山大学の実
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現を加速とともに世界に誇れる我が国の研究大学の山脈を築く～
https://prtimes.jp/main/html/rd/p/000001935.000072793.html
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